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平成24年度　総会開催のお知らせ
日本下水文化研究会では平成24年度（第16回）総会を6月16日（土）に開催いたします。

平成23年度は、隔年で開催している研究発表会（第11回）を6年ぶりに大阪で開催するとともに、分科会活動、支部活動がそれぞれ行われました。研究発表会では、約80名が参加し、誌上発表を含めた投稿数は29編と前回を大きく上回りました。

海外技術協力分科会では、JICA（国際協力機構）草の根無償協力事業パートナー型のプロジェクト「バングラデシュ農村地域におけるエコサントイレの適正管理に関する普及啓発活動」が佳境を迎え、導入したトイレの管理だけでなく、コミュニティ主体で地域の衛生環境レベルの向上を意図して活動を展開しています。また、これまでの成果を踏まえ、新たな事業展開を模索しています。屎尿・下水分科会では、定期的な例会の開催を継続し、例会での講話内容を関係雑誌へ寄稿するとともに、成果を冊子にまとめる活動も進めました。

関西支部は、大阪開催の研究発表会での参加者、投稿数の大幅増に貢献するとともに、見学会等恒例の行事を開催し、水に関連するNGO とのネットワークをベースとしたイベント活動を展開しています。

研究発表会は会員が参加する機会として継続的に行ってまいりましたが、これ以外にも参加機会を増やすべく、今年度、研究助成制度を作りましたが、残念ながら応募はありませんでした。研究発表会の投稿数に見られるように、参加意思が低いというわけではないと思われますので、より活用しやすい形式を考えていきたいと思います。
資金的な余裕は十分とはいえないなかで、支出を抑えつつ、上記のような活動展開ができましたのも、会員各位のご協力があってのことと存じます。深く感謝申し上げる次第です。
今総会の第1部では、本会評議員（大阪経済大学名誉教授）稲場紀久雄氏より、昨年4月に逝去された久保赳氏よりの書簡に基づいて、「久保赳氏の遺志」と題する講演をいただきます。
５月下旬には総会議案書をお送りする予定です。総会は、分科会、支部を含めて一年間の活動成果を会員の皆様へお伝えするとともに、本会諸活動についてご理解を深めていただき、忌憚のないご意見を交換できる場にしたいと思いますので、ふるってご参加のほど、お願い申し上げます。

記

日時 平成24 年6 月16 日（土）

プログラム（予定）

第1 部 講演「久保赳氏の遺志」
大阪経済大学名誉教授　稲場紀久雄氏
第2 部 分科会･支部活動
第3 部 総会
※時間と場所は追ってお知らせいたします。
追悼 中村隆一さんを偲ぶ
～ 人間味溢れる豊かな人生 ～
本会　評議員・会員　稲場紀久雄・日出子

　1月7日未明、中村隆一さんが静かに旅立たれた。
最期の言葉は、「もっともっと仕事がしたかった。」であったと奥様から伺った。
享年70。闘病中の大腸癌が肝臓に転移しての急逝でまことに残念でならない。
中村さんは、水道産業新聞社の記者として熱意あふれる取材と誠意のある記事で、長年第一線で活躍された。その後は（株）管清工業の長谷川会長の信を得て機関誌「かんろかんり」編纂の責任者として魅力ある誌面作りに尽力されていた。
日本下水文化研究会の早い時期からの会員であり、恒例の行事の度に撮影や録音など皆が頼りにする存在であった。特に2006年、2009年のバルトン記念事業の時には、記念誌の編集を引き受け、さすがの技で立派な記念誌を作成され、日英両国で高く評価された。
中村さん、私達がその実現を期した水循環基本法案は今ようやく国会に上程されようとしている。水制度改革を国民の立場から進める活動を志してから５年。活動の掛け替えのない同志であった中村さんは、面倒な作業も厭うことなく、力を尽くして下さった。議員会館での廊下鳶。衆参議員は約720名。手分けして汗をかいたことが忘れられない。
昨年12月7日の超党派水制度改革議員連盟総会にも出席され、終了後も別れ難く遅くまで話し込んだ。暗くなってから、東京駅の長距離バスのバス停の前で手を振って別れた。
友人達が12月13日に開いて下さった私の叙勲祝賀会に、中村さんは入院先の病院から駆けつけられた。私はどれほど嬉しかったか。夫人と子息が付き添われての参加であった。
年末に、「帰宅が許された」と嬉しそうに話されていたので、ほっと安堵していたのに。
これから一緒にしたい仕事について相談していたところであり、無念で寂しくてならない。
[image: image5.jpg]


品の良いユーモアと評価眼を力に常に仕事に情熱を傾け、水琴窟を探索し、友情に厚く、人の縁を大切にし、各地の美味い酒を堪能し、ワーグナーやモーツアルトの音楽をこよなく愛し、明治の高名な文人画家中村不折の孫に相応しい豊かな精神世界が広がる人生であった。最愛のご家族、明治大学在学中の音楽活動を通じて結ばれた丈子夫人、聡明な令嬢、心優しい令息のご決断で、中村さんの生前からの願いにより告別式は音楽葬で執り行われた。式場での演奏で、美しいモーツアルトの「フルートとハープのための協奏曲」が捧げられ、ワーグナーの「ジークフリート牧歌」が流れる中で谷口さん、照井さん、中西さん、地田さん、大津さん達と共にお別れをさせていただいた。棺には奥様の深いお気持ちが込められた「かんろかんり」の最終号がそっと収められていた。
心からご冥福をお祈りし、哀悼の言葉とさせていただきたい。
目次へ
第53回定例研究会　報告

『ウンコは生態系を巡るご馳走』（井沢正名氏）
本会会員　熊倉　容子

　2012年2月25日、新宿のNJSビル別館会議室にて定例研究会が開催されました。講師は糞土研究会の伊沢正名氏。糞土師と称されています。
伊沢氏は、菌類と隠花植物を専門とする写真家の経歴をもち、1974年から信念を持って「野糞」を始めました。「野糞」の連続記録は現在も更新中です。主な著書に『くう・ねる・のぐそ』（山と渓谷社、2008年）があり、その他多数の写真集を出版されています。
2011年11月12日に大阪で行われた第11回下水文化研究発表会でも同内容の論文発表をしていただきましたが、同発表会での30分では紹介できなかった写真も含め、今回は50分間講演をしていただきました。11月の研究発表会の写真もリニューアルされ、プロの写真家としての腕前で生み出してきた伊沢氏による美しい作品をプロジェクターで観ながらの、たいへん和やかな雰囲気での講演となりました。
運命のノグソ
話は、伊沢氏が「信念」を持って野糞を始めたきっかけから始まります。それは彼の住む町で起こった『屎尿処理場建設反対運動』でした。それまで「自然保護運動」をしていた伊沢氏は、企業や行政こそが公害や自然破壊を引き起こす悪であり、それに反対する住民運動が善であると考えていたそうです。ところが住民は自分で出した「汚水」の処理を行政に投げておきながら自分たちの住む町にその処理場を建設されるとなると必死に反対をする…。これは、おかしい。「このままウンコの処理を処理場に頼っていては、自分も無責任な加害者と変わらない」。そう考えた伊沢氏は、1974年1月1日。信念の野糞をスタートさせ、糞土師としての運命が始まったのです。
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菌の世界
プロジェクターには、伊沢氏がこれまでに撮った数々の美しいキノコの写真が映し出されました。伊沢氏の写真の美しさの特徴はその視点にあります。キノコを“虫”の視点で撮るのです。下から見上げたキノコはとても美しい姿をしていました。虫たちの世界は私たちが想像するよりはるかにドラマチックかもしれません。
日ごろ見向きもされない小さなキノコですが、その生態系での重要な役割を理解した伊沢氏だからこそ、真の美しさをカメラにおさめられたのだと思います。ズームアップして撮られたカビの写真も驚くほど美しく繊細で、溜め息が出るほど。伊沢イズムにかかれば、ヒトの社会では病原菌としてしか扱われない『うどんこ病』すらも、その菌の純真な生命としての生き方を一枚の写真で表現してしまうのです。菌の世界の美しさを見せつけられると、我々は“食物連鎖を断ち切った生き方”につい恥ずかしさを憶えます。
“食物連鎖”という物質循環の中で日陰者である「分解者」の魅力を写真で表現してきた伊沢氏。けれども、やがて写真家として限界を感じるようになります。「読者にとって、分解の大切さや日陰者の意外な魅力を紹介しても所詮他人事。もっと自身の問題としてとらえてもらいたい」。その思いが糞土師としての活動を本格化させていきました。
ウンコの掘り返し調査
講演も中盤に入ると、プロジェクターの写真は『ウンコの掘り返し調査』へと移ります。それは2007年～2008年にかけて行われたもの。伊沢氏は野糞に日付を記入した割箸を立てて目印とし、数日後に掘り返し、その様子を細かく記録しました。夏季と冬季、最短で4日目、最長で109日目のウンコを掘り返した調査記録は、土中でのウンコの分解の実体を明らかにしています。その調査の凄さというのは、彼が掘り返したウンコについて目で観察するだけでなく、「形状」「匂い」「感触」最終的には「味」まで調査しているという点にあります。170日後のウンコの味について伊沢氏は「無味無臭だがコクがある」と分析しました。それは、通常発酵させていない人糞は危険であるという認識を持つ我々にとって“目からうろこ”の話でした。
「すべての生き物は、食物連鎖という物質循環の中で生きている。土や水の中から無機養分を得て植物が育ち、それを草食動物が食べ、さらにそれを肉食動物が食べ、その最上位にヒトがいる。この上りの食物連鎖の裏側にはもっと大切な“ウンコ”や死骸から始まる下りの食物連鎖がある」。そしてさらに伊沢氏は言います。「ヒトが作り出すもので自然が喜ぶものといえば、たったひとつ、ウンコしかない！」これが、伊沢イズムです。
質疑応答
「もし、すべての日本人が野糞をしたらどれだけの土地が必要か？」との問いがありました。伊沢氏は平然と答えました。「野糞一回に必要なスペースは50cm四方。1年で100平方メートルあれば事足ります。」さらに紙のかわりに野糞を何で拭くか、との質問から葉っぱで拭う際の“葉っぱのランキング”へと話は進みました。意外なことに“ササ”も使用する際に方向を間違わなければ合格点ギリギリのランクだそうです。植林の林では杉はどうか、檜はどうかなど最後はおしり視点の葉っぱ談義に花が咲き、講演は終了しました。

目次へ
12人の元気な若者達がJADEのエコサン現場を訪問
HISによる「JICA活動最前線、バングラディッシュを知る７日間」ツアー
本会会員　高村　哲
2012年2月28日朝8時過ぎ、もう暑くなっているなか、マイクロバスが到着。元気な若者たち12人が、私達のコミラでの活動拠点BARDを訪れました。
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BARD内の会議室を借り、BARDとJADEの紹介とエコサントイレの案内。最初に私達のスタッフが、パワーポイントを使って基本的な事項を説明した後、短いエコサントイレのムービーを２本、合計10分ほど見ていただいてから、エコサンの説明。カフエテリアへ案内して、お茶とお菓子の後、すぐ近くのライチョー村の現場へ車で移動しました。
ライチョーの集会所ではCVDP（地元の互助組織)のメンバーに迎えていただいて、簡単な挨拶と、地元から見たエコサンという話をしていただきました。

最初にエコサンを入れるときに、そんな面倒なものは入れたくないし、おしっこやウンコを畑で使うなんてとんでもないと思っていたところから始まり、入れた後、その意外な清潔さと畑に使ったときの容易さや、畑での効果に驚き、今は良かったと改めて思い、もっと増やしていきたいという話でした。地元の人達の目で見たエコサンを皆さんに感じていただけたかなと思います。

その後、地元の人の案内で現場へ。トイレのヒートパネルをあけておいていただいたので、すぐに中身を見ることが出来ましたが、ほとんど灰交じりの土となってサラサラするくらいで、匂いも虫もなく最高でした。ツアーの方々の反応も笑顔でした。

使用中は臭うのではないかと言うので、改めて中に入ってもらったところ、ほとんど臭いを感じず不思議だと言う話でした。その後、屎尿を使っている畑を見て、もう一つトイレを見てから、集会所脇の小学校で子供たちと一騒ぎして、11時30分、皆さん喜んでお帰りになりました。エコサンと言うものを知らなかった若い人たちに知っていただいて良かったと、手を振って現場から見送りました。　　　　　　　目次へ

寄稿　「日本最古の水道管！？を発見」
奈良県明日香村の飛鳥寺西門跡から出土　水時計（水落遺跡）等に導水か

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　本会会員　　　中西　正弘

時々、歴史を尋ねて古都を訪れる。古式ゆかしい伝統が息づく京都の神社仏閣は趣がある。また未知の歴史ロマンが漂う奈良も面白い。
　奈良県明日香村の飛鳥寺に行ったときである。この寺は飛鳥時代、権勢をふるった豪族である蘇我馬子が建てた日本で最古の本格的な寺院(現在の建物は江戸時代に再建)、また寺の中の飛鳥大仏も日本最古の仏像として有名で、それまで何度か来ているが、見過ごしていたのだろう。
飛鳥寺と入鹿首塚の間の広場
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飛鳥寺と蘇我入鹿首塚（写真－1）の中間の小さな広場にある遺跡案内板（写真－2）を見たとき、西暦596年に創建された飛鳥寺跡を発掘調査した時の写真が載っていて「寺の西門の西には塀があり、土管をつないだ上水道が埋まっていた」と説明があった。写真には塀の外側に土管が十数メートル一直線に並んで発掘されたときの様子が映っていた。その場所は、今は埋め戻されて広場になっている。
また、その案内板には「飛鳥寺の西には槻（つき、ケヤキの古名）の木の広場（写真－3）があった。中大兄皇子と中臣鎌足（のちの藤原鎌足）はここの蹴鞠の場で出会い、蘇我入鹿を暗殺し、645年に大化の改新をなし遂げた。この時、二人は飛鳥寺に陣を構え、西門から甘橿丘の蘇我蝦夷・入鹿父子の館をにらんでいた。672年壬申の乱の時には広場を兵隊が埋め尽くした。その後は、外国使節や遠方の使者を歓迎する宴会の場となり、噴水が置かれ、歌や踊りが満ち溢れるようになった。西門はそんな飛鳥の歴史を見守ってきたのだった」とあった。
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蹴鞠や暗殺(乙巳(いっし)の変)の話は有名で知っていたが、そこがその重要な場所だったのかと再認識した次第であった。
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仕事柄、興味をそそられた。そんな昔に土管があったのか。それにしても、なぜ上水道とわかるのか。土管なら下水道ではないのかと疑問が湧いた。あとで、上下水道の歴史に詳しい知人に聞いてみたが、飛鳥寺の水道管は知らないという。上下水道の本にも出ていなかった。

「飛鳥寺　土管」でＨＰ検索
インターネットで調べれば出てくるのではと、「飛鳥寺　土管」で検索してみると、かなり載っていた。鉄鋼や陶管（セラミック管）のメーカーのホームページに飛鳥寺の土管について説明があった。
「飛鳥寺跡から1996年に日本最古と思われる土管が２種類出土した。一つは長さ51センチの明るい灰色をしたもの。もう一つは長さ51センチ、広口外径18センチ、細口外径11センチ。縦半分に割って切り離したものが丸瓦である。それより以前には古墳で円筒埴輪が排水管に転用されていた例がある」
別のホームページには「川原寺跡（現・弘福寺）から直径50センチ、長さ１メートルの土管発掘。回廊の築地塀の下から出たので、寺の中の雨水等を外に出す排水管であろう。昭和48（1973）年、奈良国立文化財研究所。飛鳥資料館に展示。似た土管が韓国・慶州で発見」とあった。川原寺跡は飛鳥寺と約500メートルの距離。飛鳥寺は百済の技術者の指導でつくられたので、これらの土管は朝鮮半島からきた技術でつくられたものだろう。
関西大学の女子大学院生は飛鳥時代の土管について研究し、論文をホームページに載せていた。製造方法、構造等は詳細に述べているが、どのように使われていたのか、水道管だとすれば水源はどこかについては触れていない。これらの土管はいずれも釉薬（うわぐすり）をかけていない素焼きのものである。
製法については、瓦をつくるときのように、円筒模骨に粘土紐を巻きつけて製作しているものと、円筒埴輪のように粘土紐を輪積みにして製作したものがあるという。土管の内面に布目痕があるので、円筒模骨をあとで抜き出しやすいように布を巻いて粘土を巻きつけたと思われる。
管の口径から上水道管と判断

そこで、飛鳥寺跡から出た土管がどうして上水道管なのか、飛鳥資料館（奈良文化財研究所）を訪れ、学芸員に聞いてみた。かなり前にも見学にきたことがあるが、急いで見て回ったので、土管（水道管）については気が付かなかった。ちょうど、冬期企画展「飛鳥の考古学2010」をやっていて、飛鳥寺跡、川原寺跡から発掘された土管（写真－4）が展示されていた。
学芸員は飛鳥寺の土管を発掘したのは明日香村教育委員会（文化財課）なので、詳しいことはそちらできいてほしいということだった。館内を一通り見学したあと明日香村教育委員会に行った。
文化財課の相原嘉之調整員は「土管の内径は10センチほどで、下水を流すと詰まりやすいので下水道管と考えにくく、上水道管とした。土管は川原寺跡でも発掘されているが、それは口径が大きいので下水道管といえる。その後、飛鳥寺西門の北側、南側でも同じような土管が発掘され、これらは南北に一直線に並んでいるので、つながっている可能性が高い。この水道管がどこからつながっていてどこへ延びていくのか、発掘しないと断定しにくい」ということだ。また、永い間に土砂が流れ込んだのか、土管の中はドロが詰まっていたという。
平成20年度から、西門の南側で行った発掘調査では土管暗渠が幅1.6メートル、深さ約1メートルの溝を掘り、埋設されていたのが見つかった。過去の調査から南北に160メートル以上つながっていることがわかった。土管と平行して幅1.2メートル、深さ15センチの石組溝が発掘されており、この石組溝は排水路とみてよいので、土管水道は飲み水に利用したかはわからないが、上水道とみてよいだろう。
土管水道の下流方向に水時計遺跡
土管は南北の方向に埋まっており、西門付近の地形は北側の方向が低くなっているので、土管の水は南から北の方向に流れていたといえよう。そこで、流れていく方向の先を見ると300メートルほどのところに水落遺跡（写真－5）がある。中大兄皇子（のちの天智天皇）が660年に漏刻（水時計）をつくった遺跡として知られる。そして、この日本初の時計が鐘を打った日が時の記念日（６月10日）になっている。
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土管水道の水はこの水時計の水や「槻の木の広場」にあった噴水などに利用されたのではないか。しかし、飛鳥資料館の水時計の展示では、水は八釣川（水落遺跡の東方、300メートルを南から北に流れる）から引いていたと説明があった。でも、明日香村教委の相原氏は、水時計の水源ははっきりわかっておらず、井戸から汲んで使った可能性もあるという。
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この当時の噴水（写真－6）は、今のようなビューッと高く上がるのでなく、ちょろちょろと出るものなので、土管水道を使い自然流下で流せばできるのではないかと思う。
土管暗渠の水道管について、インターネットでさらに調べてみると、興味を持っている人がいて、ブログで「下流に飛鳥浄御原宮や藤原京があり、その庭園の池の噴水、水落遺跡の水時計の水に利用されたのでないか」と同じような考えを述べている。
水落遺跡で上水銅管が出土
また、水落遺跡では上水銅管も出土している。案内説明板には、樋管から導かれた水を水時計(漏刻)に引く部分に上水銅管が使用されたとあった。その上水銅管（写真－7）は奈良文化財研究所藤原宮跡資料室に展示されている。腐食していて銅管とはわかりにくいが、口径約１センチで、おそらく銅板を丸い棒に巻いて筒状にし、継ぎ目を溶接したと思われる。
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土管水道で引かれた水が水落遺跡に利用されたとすると、さしずめ土管水道管は現在の水道の道路に埋まっている配水管に当たり、上水銅管は建物内の給水管になろう。
今後の発掘調査に期待
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もっと発掘調査が進めば土管水道管がどのように使われたか。いまのところ直管しか見つかっていないが、水を分ける分岐管もつくったのか、水漏れを防ぐのにどんな接着剤を使ったのかなど、興味のあるところだ。
世界をみると、イタリアのポンペイ遺跡の鉛管を使った水道は有名だ。日本では開渠の水路（水道）は古くからあるが、今のところ、飛鳥寺を通るこの土管水道が最古といえるのでないか。土管や石管を使った水道は江戸時代、金沢の辰巳用水（写真－8）、赤穂水道などでみられる。それより千年以上前、飛鳥時代に土管や銅管の水道管があったというのは驚きである。　　　　　　　　　　　　　　　目次へ
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『江戸の下水道』の新装版ができました。

ここ数年、『江戸の下水道』が品切れになっておりましたが、このたび、青蛙房さんが新装版を出してくれました。
　初版本で江戸初期の下水が「会所地に流れ込んでいた」と書いてしまいましたが、今回は「会所地と町地との境の下水に流れ込んでいた」と訂正をしました。
　表紙もスッキリとしたものに変わりました。お買い上げいただければありがたいです。
　定価は変わりません。2400円＋消費税です。お近くの本屋さんでお求めいただいても結構ですが、青蛙房さんへ直接お申し込みいただくと、割引料金でお求めいただけます。
（TEL.03-3813-1597、　FAX.03-3813-1599）
　よろしくお願いいたします。

本会評議員

栗田　彰
目次へ
旧事九官録巻21
続　沖縄の事
　　　　　　　　　　　　　本会運営委員　森田　英樹
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2012年4月14日、新東名高速道路の一部区間、御殿場と三ケ日を結ぶ162ｋｍが開通する。日本トイレ協会の主催で、「新東名清水ＰＡ新築トイレ見学会」に行ってきた。開通に向けての工事も最終段階に入り、トイレはすでに完成していたが、ＰＡ内の内装・外構工事が進められていた。トイレには最新の設計思想・デザイン・機器が盛り込まれ、そこが高速道路のトイレであるのを忘れてしまう程であった。ホテルのトイレ、いや、ホテル以上のトイレと言う方がピッタリする。
43年前に全線開通した東名高速道路の当時のＰＡトイレと、是非比較をしてみたい。はたして、資料は残っていないものであろうか。まあ、当時は当時で、最新のトイレとして人々に注目されたことであろう。しかし、私の子供の頃の記憶ではあまり宜しくない。一言で言うなら、汚かった。臭かった。どこのＰＡのトイレであったのか記憶は無いが、クサイと言うよりも、目がチカチカするようなニオイというか、強烈な刺激を受けた事があった。当時は、「これはたまらん」と息を止めていたことを覚えている。望むべくも無いことだが、今にして思えば、子供だったとは言え、なぜもっと注意深くトイレを観察して、ニオイの元を突き止めなかったのかと残念でならない。
高速道路のトイレに限らず、かつては学校のトイレも、駅のトイレも公共のトイレは概して汚く、臭かった。そのためであろうか、清掃はホースで水をかけて便器はもとよりトイレ全体を清掃していた。しかし、この水がなかなかの曲者で、床の水切りが悪いと足は濡れ、靴に泥などが付いていようものなら、点々と足跡を残すことになる。また、清掃後の水で濡れた靴底は、トイレの出口を汚し、せっかくの掃除も台無しになってしまう。最近、公共のトイレで水洗いをしているトイレをあまり見なくなった。モップや雑巾などで、拭き掃除をしているのを良く見る。水洗いするやり方を湿式清掃、雑巾などで拭くやり方を乾式清掃と呼ぶそうである。
現在、湿式清掃と乾式清掃がどの程度の割合で行われているのか、正確なデータは持ち合わせていない。公共のトイレと言っても、先の高速道路や鉄道、デパートのような施設内のトイレと、公園などの公衆トイレとでは状況が異なるであろう。しかし、感覚的なものとして、やはり湿式清掃は減少しているように思われる。その理由を考えてみた。まず、先に述べたように、清掃後の水切りが悪い状態で多くの人がトイレを利用すると、逆にトイレを汚すことにもなりかねない。また、濡れた状態が長く続く事により、カビやニオイの発生源になる事も考えられる。管理が悪いと、排水口が悪臭の発生源になる事も考えられる。また、和式便器の設置数が減少し、洋式便器が多数を占めるようになったトイレ事情も関係しているのではないだろうか。つまり、和式便器の場合、床面を汚物で汚してしまう場合がある。その場合は乾式清掃では限界があり、どうしても水洗いが必要となってくる。逆に、洋式便器の場合は、便器を水洗いしてしまうと、乾燥するまで使用ができずに、どうしても拭き掃除中心となる。さらに、温水洗浄便座など水を嫌う電気製品の登場も関係があるかもしれない。また、湿式清掃に対応するためには、床面や壁面をタイル貼りにするなどの防水対策や給排水設備もひと手間多く必要となり、トイレの建設費に影響するために敬遠されたのかもしれない。あたかも問題だらけの湿式清掃のように思えるが、乾式清掃にも決定的な問題点がある。『おしりだって、洗って欲しい』ではないが、やはり拭き掃除による汚れの除去には限界がある。乾式清掃は常にモップや雑巾を清潔にしておかないと、単に汚れを引き伸ばしているだけになってしまう。汚物が散乱したりした場合には、もうお手上げだ。やはり、水洗いしないと、どうも気持ちが悪い。
談たまたま、「沖縄では家庭のトイレは水洗いするらしい。そのため、床はタイル張りで、ちゃんと排水口もあるようだ」という話を聞いた。湿式清掃は公共トイレで行うものであり、自宅のトイレは乾式清掃で行うものだと信じ込んでいた私にとって、にわかには、信じがたかった。いや、どのようなトイレか、またどのように行うものか、イメージさえ沸かなかった。確認をしなくてはいけない。
沖縄に行ってきた。しかし、見ず知らずの人に突然『あなたのご家庭では、トイレを水洗いしますか？』と聞くのは何とも妙だ。かと言って、私の自己紹介から始まり、質問の意図の説明から開始しても、あまりに話が長すぎ、これまた妙だ。まあ『泡盛』片手に客を装い、おみやげ屋のおばちゃんと世間話をしつつ聞き出すより方法はあるまい。しかし、これがなかなか難しい。客の多い店だと長話もできない。客の少ない店は、愛想が無く話しかけにくい。うまく世間話がはじまり成功したかに思えても、本題を切り出すタイミングがつかめない。
『そう言えば沖縄の家庭では、トイレは水を掛けて洗うと聞いた事があるのですが、本当ですか？そのために、床にちゃんと排水口もあるそうですけど？』よし、うまく切り出せた。
しかし、にわかに、おばちゃんの表情は曇り『え、どういうことですか？』とても長い沈黙に感じられた。
マズカッタかな。しどろもどろになりながらも、あの手この手で説明を続けると、やがて、おばちゃんの表情は晴れ晴れとしたものとなり『ああ～、そうですよ。え、東京じゃ違うんですか？ウソでしょう。知らなかったな～。』その後は、実に楽しそうに説明をしてくれた。トイレ掃除の時は、便器まるごと洗剤をつけてゴシゴシ洗うそうである。もちろん床も壁も洗剤をつけて洗ってしまうらしい。濡れては困るトイレットペーパーなどは取り外すが、スリッパなども、ついでに一気に洗ってしまうそうだ。しかしながら、乾くまで、トイレが使えずにさぞや不自由だと思いきや、そのあたりはあまり気にならないらしい。『窓を開けておけば、すぐに乾きますよ』実に明快な回答であった。その後、何人かに質問をしてみたが、全く同様の反応と回答であった。しかし、なにより沖縄の人にとっては、私の唐突な質問よりもむしろ、東京では自宅の家庭トイレを湿式清掃せずに、乾式清掃をしている事に強い驚きを覚えたようである。
まるで『秘密のケンミンＳＨＯＷ』のワンシーンを見るかのようであった。　　　　　　　　目次へ
バングラデシュ便り　No. 20
ジャパニ？
本会運営委員　高橋　邦夫
　ダッカに限らずこの国の人々は物見高い。こちらをじっと、それも結構長い時間凝視した目線をどれほど浴びたことか。初めて来て間もないころ、至近距離でこれをやられ“何か用か？”と聞いたこともある。そう聞くと彼らは、まず“どこから来たのか？”、“日本人か？”と聞き返す。その後の会話はお互いに不可能になる場合が多い。
村々を廻っていると、大人・子供に限らず、“ジャパニ？”、“コーリャ？”、“チャイナ？”などの言葉を耳にする。さすがに“モンゴル？”、“フィリピン？”などの言葉は耳にしたことが無い。余談であるが、オールド・ダッカを散策中、“モンゴル”と答えたところ、店の奥から朝青龍に似た本物のモンゴリアンが出てきたのには驚いたことがある。
この中で一番多いのが“ジャパニ？”である。まれに“コーリャ？”、“チャイナ？”を耳にすることがあるが、修正する必要は無いもののふと感じることは、一瞬の戸惑いなのである。その戸惑いには、ある種の“エスノセントリズム”を含んだ性質を帯びていないとは言い切れないものを感じるのは正直な思いである。
最近、“ジャパニ”のみならず、“コーリャ”の活動団体の支援活動が増えている事実がある。BARD構内で会ったとき、彼らは私に“アニョハセヨ”と挨拶した。一瞬戸惑った私は、“Excuse me, I am a Japanese.”と答えた。その後で、なぜ“Excuse me”なる表現がとっさに出たのか、日帝36年の支配統治が生んだ怨みに対する暗黙の負い目がそのようなとっさの表現となったのかも知れない。
地球儀を見ていると、つくづく不思議な造形に遭遇する。モザイクのように嵌め込まれ色分けされた国家と、それを縁取る国境線、まして一気に引いた直線の存在である。直線の国境線は、西欧社会から見て歴史的に新興国家と呼ばれる、アメリカ、アフリカ大陸、また中東地域の諸国家群に顕著に見る事が出来る。それらはランドサットなどの人工衛星から見る地球の、えもいわれぬみずみずしさを放散する姿とは似ても似つかぬ混沌を示している。
　国家と国境線とは一対のものである。現世界でまかり通る国家概念は、一般に18世紀末のフランス革命に遡るとされる。この場合の国家とは、構成する国民が共通の言語を持ち、また納税・兵役・教育などの責務を有し、地理的に可視的な境界を持つ主体のことである。民族などの地縁・血縁的な文化集合体は、このような国家形成の単位として機能しやすいことは自明である。まれに、バチカンやイスラエルといった宗教的な集合体、シンガポールやかつての香港など経済媒体的な集合体としての国家も存在する。
国家の縦糸が民族であり、横糸が言語や慣習、宗教など文化とすれば、多民族、多言語、多宗教など多文化で構成される地理的空間は、極めて不安定なものとなりやすい。何故なら文化は他の文化に対して通常排他的であるからである。かつて、ナチスドイツに果敢に抵抗し、独立を勝ち得たユ－ゴスラヴィアは、四つの民族、三つの宗教、二つの言語、それでも国は一つといわれた。殺戮と暴力を伴う悲惨な国の分解は記憶に新しい。性質の悪い事に近親憎悪も作用する。日本と朝鮮半島、イスラエルとパレスチナ、チェコスロバキアの分裂など、巨視的に見ればほとんど同じ民族同士のいがみ合い、反目としか思えない。
一方、多民族国家として周知のアメリカ、ロシア、インド、イギリス、スペインなどは、連邦国家をなし、連合を保っていると言ってよいだろう。建国60余年の中国に関しては、未だ評価は下せないのかもしれない。一見、ほぼ同一の民族、言語、宗教を持つドイツは、比較的均質な統一国家であるかのように思われ勝ちであるが、決してそうではなく、ゲルマン部族の集合体であり、互いに罵り合いながら連邦国家として機能しているのが実情である。
　藤村の言うところの“血につながるふるさと、言葉につながるふるさと、心につながるふるさと”は、素直な感情であろう。ふるさとは、ふるさとの内部の人々にとっては心地よい空間である。一方、ふるさとの外の空間は居心地の悪い空間であり、外の人々は油断のならぬ居心地の悪い人々である。多分そこには、藤村の言葉を借りれば、“つながらない”という態様が作用しているのであろう。どこまでを、可視的に、また可思的に“つなげる”ことができるのか。
統一ドイツ時の大統領ワイツゼッカーは、“歴史に目を閉じれば、現実にも盲目となる”という意味深い言葉を残している。目を閉じることは、つながないことであり、盲目となることは、その結果つながらないことである。ふるさとの持つ、自明のつながりばかりでなく、つなげる行為には、多くの根気と多少の勇気が要る。　　　　目次へ
短信・海外プロジェクトから
　高村さんからの報告いただいたツアー参加の若者たち以外にも日本からのプロジェクトサイトへの訪問がありました。
　ひとつは、山田雅雄前名古屋市副市長を団長とする一般社団法人「水と環境と未来研究所」の調査団が、バングラデシュを訪問され、団員として参加された山村尊房さんら２名が、2月8日エコサントイレとポンドサンドフィルター（PSF）を導入したバンスバリア村を訪問されました。また、同調査団全メンバーが2月11日本会バングラデシュ事務所を訪問され、これまでのプロジェクト成果を聞いていただくとともに、衛生改善にかかわるBOPを含め、ビジネス展開などについて議論が行われました。（詳しくは、山村さんに原稿依頼中の本会報へ記事でお伝えしたいと思います。）
もうひとつは、JICAが活動を映像で記録する一環として、エコサントイレも取材対象となり、3月7日、撮影クルーが、活動サイトであるガジプールの学校と村で、トイレとCBO活動を取材し、高村さんと本会女性スタッフのロミがインタビューを受けました。この取材がどのような形で公開されるかは、はっきりとは決まっていないようです。
　エコサントイレは、バングラデシュ国内では政府やNGOにも認知されていますが、日本の人たちに知ってもらう機会は限られていましたので、そうした意味で、どれもよい機会であったと思います。

　本会でも、昨年同様、現地視察ツアーを企画するつもりです。会員諸兄姉におかれましてもぜひ訪問していただきたいと思います。

　話題をもうひとつ。山村さんらが訪問したバンスバリア村に最近深井戸が掘られました。これは、この村が、昨年の洪水被災地であったということから、国際的なイスラム教団体が、洪水で全壊した家のいくつかを建て直すとともに掘削したものです。しかも我々が導入したPSFのすぐ近くに。いやがらせかと思いましたが、村の人に聞くとこの団体は、井戸のニーズも確認せず、また、村人との相談もなく勝手に位置を決めて掘っていったそうです。そして、後日、泥混じりの水しか出ない、まったくの失敗作であったことが判明しました。塩分・鉄分が多い井戸水なので、村人がPSFから乗り換えるのか、興味津々でしたが、これでは勝負になりません。受益者の声を直接聞かないひとりよがりの援助は少なくありませんが、資源はより有効に使ってほしいものです。
海外技術協力分科会では、新たに三井物産環境基金と地球環境基金に活動申請をいたしました。前者は、表流水に着目した水供給と水源の水質保全と衛生改善を図るためのエコサントイレの導入、後者は初めて都市スラムを対象とした衛生改善を目的とするものです。どちらも採択された場合には、４月からスタートすることになります。しかし、組織としての持続可能性の視点からは、そろそろ、このような外部資金にのみ依存する体質からの脱皮も図っていかなければならないところです。　　　（酒井彰）

目次へ
運営委員会から
· 総会のお知らせでも述べましたが、研究助成への応募はありませんでした。成果の報告はなされなければなりませんが、ブックレット作成という条件が、金額の割に負担が大きいととられた可能性があるのかもしれません。このあたりはもっと柔軟に考えていくということで、継続することにしました。ぜひ応募をお考えいただきますようご案内いたします。もし、応募要領等でお気付きの点があればご指摘いただきたいと思います。
· 機関誌「下水文化研究」23号をお届けします。機関誌は、定例研究会の講演録、活動報告だけでなく、「下水文化叢書」には至らないような会員の成果発表の場にもなっています。今後、上記の助成研究成果を発表する場とするほか、特集などの企画も考えていきたいと思います。ご意見等いただければ幸いです。
· 前号で、認定NPOへの申請準備をしているとお伝えしましたが、3月2日、四谷税務署へ申請書を提出しました。認証を受けられるかどうかは不確定なところがありますが、認定NPOとなれば、公益に寄与する団体として認められることになり、会費も公益に資する活動資金としての意味合いが強くなります。その結果、会費・寄付金は税控除の対象となります。会の運営などがどのように変わっていくかについては、認証を得られた段階でお伝えしてまいりたいと思います。
以下は前号からの引き続きのお願いです。
· 下水文化研究発表会の誌上発表を含めた講演集を会員の皆様に1冊1500円でお送りします。購入希望の旨事務局までお知らせ願います。今回は29編の論文を収めていますが、前回と同価格でお送りします。
· 栗田彰氏が現代語に訳された「バルトンの日本十都市衛生状況報告書」を、1冊1000円で販売しています。講演集と同じく、事務局まで購入希望の旨お知らせ願います。
· 本会では、会報をWebpageでご覧いただくことを原則となっています。経費ならびにわれわれの作業軽減のため、ご協力いただきますよう、重ねてお願い申し上げます。
編集後記
ふくりゅうでは、これまでも会員からの投稿を受付けてきましたが、本号で、中西さんから投稿をいただきました。研究発表とは別の形で、成果や日ごろの思いを発信されたい方からの原稿をお待ちしております▼海外プロジェクトの現場では、予期しないさまざまなことが起こります。こちらの目論見どおりに、導入した施設が生かされないこともあります。これから、どんなことで悩み、どんな場面で汗をかいているかを「短信」として発信し、活動についての理解をより深めていただきたいと思います。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（酒井　彰）目次へ

コントロールキー（Ctrlなど）を押しながら目次の各記事の文字をクリックすれば、ご覧になりたいページに移動できます。
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故　中村隆一さん





糞土師・伊沢氏の講演





BARDの会議室での説明





CVDPの集会所で





ヒートパネルを開ける





エコサンは家の裏





畑を見る


�





畑を廻る





�


写真－２　西門跡の遺跡発掘案内板





�


写真－１　蘇我入鹿の首塚





�


写真－３　飛鳥寺の伽藍と槻の木の広場の模型


（飛鳥資料館）





�


写真－４　飛鳥寺西門跡から発掘された土管


（飛鳥資料館）





�


写真－５　水時計の想像図


（飛鳥資料館）





�


写真－６　須弥山石の複製


（石像の口から水が流れ出る）





�


写真－７　上水銅管説明写真


（藤原宮跡資料室）





�


写真－８　石柱をくりぬいて作られた辰巳用水の石管





新東名清水PAトイレ





便器手前に排水用目皿がある





JADE・Bangladeshのスタッフ　Azadと遠足の小学生


（2012年11月　江ノ島海岸にて）





看板も真新しい援助の失敗
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